
(57)【要約】

【課題】最小限の工具で大きさの異なるボルト・ナット

の回転が可能な作業工具を提供する。

【解決手段】ハンドルの先端部にボルト又はナットを回

転用の本体ソケット部を形成し、着脱ソケットの一端に

この本体ソケット部に着脱自在な連結部を施し、この着

脱ソケットの他端にボルト又はナットを回転用の第１ソ

ケット部を形成すると共に、第１ソケット部内にそれよ

りも内径が小さな第２ソケット部を出し入れ自在に収納

した。

【効果】本体ソケット部はそれ自体所定のサイズのボル

ト・ナットの回転作業に使うことができ、異サイズのボ

ルト・ナットの回転作業では適合サイズの着脱ソケット

を選び、連結部を本体ソケット部に嵌合して使用できる

。第２ソケット部を奥に後退させた時は露出した第１ソ

ケット部を使用でき、第２ソケット部を前方に引出せば

第２ソケット部を使用できる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ハ ン ド ル １ の 先 端 部 に ボ ル ト 又 は ナ ッ ト を 回 転 さ せ る た め の 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ を 形 成 し 、
着 脱 ソ ケ ッ ト ３ の 一 端 に こ の 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ に 着 脱 自 在 な 連 結 部 ４ を 施 し 、 こ の 着 脱 ソ
ケ ッ ト ３ の 他 端 に ボ ル ト 又 は ナ ッ ト を 回 転 さ せ る た め の 第 １ ソ ケ ッ ト 部 ５ を 形 成 す る と 共
に 、 第 １ ソ ケ ッ ト 部 ５ 内 に そ れ よ り も 内 径 が 小 さ な 第 ２ ソ ケ ッ ト 部 ６ を 出 し 入 れ 自 在 に 収
納 し て 成 る こ と を 特 徴 と す る 作 業 工 具 。
【 請 求 項 ２ 】
ハ ン ド ル １ の 先 端 部 の 両 面 に ボ ル ト 又 は ナ ッ ト を 回 転 さ せ る た め の 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ と 補
助 ソ ケ ッ ト 部 ７ を 形 成 し 、 着 脱 ソ ケ ッ ト ３ の 一 端 に こ の 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ に 着 脱 自 在 な 連
結 部 ４ を 施 し 、 こ の 着 脱 ソ ケ ッ ト ３ の 他 端 に ボ ル ト 又 は ナ ッ ト を 回 転 さ せ る た め の 第 １ ソ
ケ ッ ト 部 ５ を 形 成 す る と 共 に 、 第 １ ソ ケ ッ ト 部 ５ 内 に そ れ よ り も 内 径 が 小 さ な 第 ２ ソ ケ ッ
ト 部 ６ を 出 し 入 れ 自 在 に 収 納 し て 成 る こ と を 特 徴 と す る 作 業 工 具 。
【 請 求 項 ３ 】
ハ ン ド ル １ の 先 端 部 の 両 面 に ボ ル ト 又 は ナ ッ ト を 回 転 さ せ る た め の 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ と 補
助 ソ ケ ッ ト 部 ７ を 形 成 し 、 こ れ ら の 両 ソ ケ ッ ト 部 ２ 、 ７ よ り も そ れ ぞ れ 内 径 が 小 さ な ボ ル
ト 又 は ナ ッ ト を 回 転 さ せ る た め の 第 １ 、 第 ２ 副 ソ ケ ッ ト 部 ９ 、 １ ０ が 両 端 に 施 さ れ た 可 動
ソ ケ ッ ト ８ を 両 ソ ケ ッ ト 部 ２ 、 ７ 間 に ス ラ イ ド 自 在 に 装 着 し 、 着 脱 ソ ケ ッ ト ３ の 一 端 に こ
の 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ に 着 脱 自 在 な 連 結 部 ４ を 施 し 、 こ の 着 脱 ソ ケ ッ ト ３ の 他 端 に ボ ル ト 又
は ナ ッ ト を 回 転 さ せ る た め の 第 １ ソ ケ ッ ト 部 ５ を 形 成 す る と 共 に 、 第 １ ソ ケ ッ ト 部 ５ 内 に
第 ２ ソ ケ ッ ト 部 ６ を 出 し 入 れ 自 在 に 収 納 し て 成 る こ と を 特 徴 と す る 作 業 工 具 。
【 請 求 項 ４ 】
第 ２ ソ ケ ッ ト 部 ６ が 第 １ ソ ケ ッ ト 部 ５ に 対 し て 出 し 入 れ の ２ 箇 所 で ロ ッ ク 可 能 と し た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ 記 載 の 作 業 工 具 。
【 請 求 項 ５ 】
本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ に 着 脱 ソ ケ ッ ト ３ を 装 着 し た 状 態 で 、 軸 心 部 分 が 貫 通 状 態 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ 記 載 の 作 業 工 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】 本 発 明 は 、 ソ ケ ッ ト レ ン チ を 組 み 合 わ せ た 手 動 回 転 工 具 に 係 わ
り 、 更 に 詳 し く は 多 サ イ ズ の ボ ル ト あ る い は ナ ッ ト の 締 付 け 及 び 緩 め 作 業 に 用 い る 作 業 工
具 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】 従 来 、 一 般 に 使 用 さ れ て い る 複 数 の ボ ル ト 又 は ナ ッ ト の サ イ ズ に 適 応 で き
る ソ ケ ッ ト レ ン チ は 、 ハ ン ド ル に 凸 部 や チ ャ ッ ク を 施 し 、 ソ ケ ッ ト の 一 端 に そ の 凸 部 や チ
ャ ッ ク に 対 応 し て 凹 部 や 差 し 込 み 棒 を 施 す と 共 に 他 端 に ボ ル ト 又 は ナ ッ ト を 回 転 さ せ る た
め の ソ ケ ッ ト 部 を 施 し た も の で あ り 、 必 要 な サ イ ズ に 応 じ た 本 数 の ソ ケ ッ ト を 用 意 す る 必
要 が あ っ た 。 し た が っ て 多 種 の サ イ ズ に 適 応 す る に は 、 多 数 の ソ ケ ッ ト が 必 要 と な っ て 、
携 行 や 保 管 に 大 き な ス ペ ー ス や 重 量 を 要 す る 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】 ま た 、 ハ ン ド ル に 施 さ れ た 凸 部 や チ ャ ッ ク は ソ ケ ッ ト 部 を 着 脱 す る た め だ け
に 使 用 さ れ 、 そ の 凸 部 や チ ャ ッ ク 自 体 は ソ ケ ッ ト の 機 能 は な か く 、 着 脱 以 外 に は 使 用 で き
な い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】 本 発 明 は 、 前 述 の 状 況 に 鑑 み て 完 成 さ れ た も の で 、 そ の
解 決 し よ う と す る と こ ろ は 、 最 小 限 数 の 工 具 で サ イ ズ の 異 な る 種 々 の ボ ル ト ・ ナ ッ ト を 回
転 さ せ る こ と が で き る よ う に し て 、 携 行 や 保 管 を 容 易 に し た 作 業 工 具 を 提 供 す る 点 に あ る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】 本 発 明 は 、 前 述 の 課 題 解 決 の た め に 、 ハ ン ド ル １ の 先 端 部
に ボ ル ト 又 は ナ ッ ト を 回 転 さ せ る た め の 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ を 形 成 し 、 着 脱 ソ ケ ッ ト ３ の 一
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端 に こ の 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ に 着 脱 自 在 な 連 結 部 ４ を 施 し 、 こ の 着 脱 ソ ケ ッ ト ３ の 他 端 に ボ
ル ト 又 は ナ ッ ト を 回 転 さ せ る た め の 第 １ ソ ケ ッ ト 部 ５ を 形 成 す る と 共 に 、 第 １ ソ ケ ッ ト 部
５ 内 に そ れ よ り も 内 径 が 小 さ な 第 ２ ソ ケ ッ ト 部 ６ を 出 し 入 れ 自 在 に 収 納 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】 以 下 、 図 示 実 施 例 に 基 づ き 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ に お い て
ハ ン ド ル １ の 先 端 部 に は ボ ル ト 又 は ナ ッ ト を 回 転 さ せ る た め の 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ が 形 成 さ
れ る 。 こ の ハ ン ド ル １ と 組 合 せ て 使 用 さ れ る 着 脱 ソ ケ ッ ト ３ の 一 端 に は 、 本 体 ソ ケ ッ ト 部
２ に 着 脱 自 在 な 連 結 部 ４ が 施 さ れ る 。 連 結 部 ４ は 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ に 嵌 合 自 在 な 形 状 と サ
イ ズ に 形 成 さ れ る 。 ま た 着 脱 ソ ケ ッ ト ３ の 他 端 に は ボ ル ト 又 は ナ ッ ト を 回 転 さ せ る た め の
第 １ ソ ケ ッ ト 部 ５ を 形 成 す る と 共 に 、 第 １ ソ ケ ッ ト 部 ５ 内 に そ れ よ り も 内 径 が 小 さ な 第 ２
ソ ケ ッ ト 部 ６ を 出 し 入 れ 自 在 に 収 納 し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】 着 脱 ソ ケ ッ ト ３ は 必 要 に 応 じ て 種 々 の サ イ ズ 或 い は 長 さ の 第 １ 、 第 ２ ソ ケ ッ
ト 部 ５ 、 ６ を 有 す る も の が 用 意 さ れ る 。 短 い も の は 通 常 の ボ ル ト ・ ナ ッ ト 用 、 長 い も の は
自 動 車 の プ ラ グ レ ン チ や 、 凹 所 奥 深 い 箇 所 の ボ ル ト ・ ナ ッ ト の 締 付 け 、 取 外 し に 使 用 さ れ
る 。 ま た 、 必 要 に 応 じ て テ ン シ ョ ン バ ー の よ う な ア タ ッ チ メ ン ト １ １ を 介 在 さ せ る こ と が
で き る 。 ア タ ッ チ メ ン ト １ １ の 一 端 に は 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ に 嵌 合 可 能 な 連 結 部 １ ２ が 設 け
ら れ 、 他 端 に は 着 脱 ソ ケ ッ ト ３ の 連 結 部 ４ が 嵌 合 可 能 な よ う に 、 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ と 同 様
構 造 の 補 助 ソ ケ ッ ト 部 １ ３ が 設 け ら れ る 。 し た が っ て こ の ア タ ッ チ メ ン ト １ １ の 補 助 ソ ケ
ッ ト 部 １ ３ は ボ ル ト ・ ナ ッ ト の 回 転 に も 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】 ま た 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ は ナ ッ ト や ボ ル ト に 適 合 す る 四 角 形 、 五 角 形 、 六 角 形
、 十 二 角 形 等 任 意 形 状 の 凹 所 で 構 成 さ れ 、 必 要 に 応 じ て 例 え ば 図 ２ の よ う に 適 所 に 鋼 球 １
６ と バ ネ １ ７ 等 で 形 成 さ れ る ロ ッ ク 機 構 が 施 さ れ る 。 こ の 鋼 球 １ ６ の 設 置 位 置 は 任 意 で あ
る は 、 角 部 に 設 け る と 比 較 的 小 さ な 鋼 球 で あ っ て も そ れ と 対 応 し た 係 合 凹 所 に ロ ッ ク 可 能
で 、 小 サ イ ズ の ソ ケ ッ ト に も 無 理 無 く 設 置 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ は ハ ン ド ル １ と 一 体 的 に 形 成 し て も 良 い が 、 必 要 に 応 じ て
ラ チ ェ ッ ト 機 構 を 付 加 し て も 良 い 。 ラ チ ェ ッ ト 機 構 は 図 ３ の よ う に 周 知 の ラ チ ェ ッ ト １ ４
と そ れ に 噛 み 合 う 爪 １ ５ と で 構 成 さ れ 、 爪 １ ５ の 係 合 向 き を 切 り 変 え る こ と に よ り ラ チ ェ
ッ ト １ ４ の 回 転 可 能 方 向 の 正 逆 を 切 替 え る こ と が で き る 。 例 え ば 図 ３ の 状 態 で は ハ ン ド ル
１ は 矢 印 Ａ 方 向 に 空 回 り し 、 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ は 矢 印 Ｂ 方 向 に の み 回 転 が で き て ボ ル ト ・
ナ ッ ト を 緩 め る こ と が で き る 。 爪 １ ５ を 反 転 さ せ て ラ チ ェ ッ ト １ ４ と の 係 合 を 切 替 え る と
、 回 転 出 来 る 方 向 が 反 転 し て 締 付 け 作 業 が 行 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】 第 ２ ソ ケ ッ ト 部 ６ は 、 軸 と 平 行 な 方 向 に 重 力 で ス ラ イ ド 自 在 に 第 １ ソ ケ ッ ト
部 ５ 内 に 装 着 す る こ と が で き る が 、 必 要 に 応 じ て ロ ッ ク 機 構 を 施 す こ と が で き る 。 こ の ロ
ッ ク 機 構 の 詳 細 は 後 述 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】 図 ４ 、 ５ は 第 ２ の 実 施 例 を 示 す も の で 、 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ の 裏 面 に こ れ と ソ
ケ ッ ト サ イ ズ が 異 な る 補 助 ソ ケ ッ ト 部 ７ が 形 成 さ れ る 。 こ の 場 合 、 通 常 は 一 方 の 本 体 ソ ケ
ッ ト 部 ２ に 連 結 部 ４ が 連 結 で き る よ う に す れ ば 事 足 り る が 、 補 助 ソ ケ ッ ト 部 ７ に も 連 結 部
４ が 連 結 で き る よ う に し て も 良 い 。 こ の 時 は 、 よ り サ イ ズ の 大 き い ソ ケ ッ ト サ イ ズ の も の
を 、 大 き い 方 の ソ ケ ッ ト 部 に 連 結 で き る よ う に す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】 こ こ で 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ と 着 脱 ソ ケ ッ ト ３ に 施 さ れ る ロ ッ ク 機 構 の 一 例 を 図
６ に 示 す 。 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ の 操 作 カ バ ー ２ ０ は バ ネ １ ８ に て 軸 と 平 行 な 方 向 の バ ネ 力 が
与 え ら れ 、 操 作 カ バ ー ２ ０ の 内 周 面 に 退 避 凹 所 ２ １ を 設 け る と 共 に 鋼 球 １ ９ を 本 体 ソ ケ ッ
ト 部 ２ の 係 合 凹 所 ２ ２ に そ の 直 径 線 上 で 移 動 可 能 に 保 持 さ せ て い る 。 ２ ３ は 操 作 カ バ ー ２
０ の ス ト ッ パ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】 ま た 同 様 に 図 ６ に 於 い て 第 １ 、 第 ２ ソ ケ ッ ト 部 ５ 、 ６ 間 の ロ ッ ク 機 構 が 併 せ
て 図 示 さ れ る 。 ２ ４ は バ ネ 、 ２ ５ は 鋼 球 、 ２ ６ は 操 作 カ バ ー 、 ２ ７ は 退 避 凹 所 、 ２ ９ 、 ３
０ は 第 ２ ソ ケ ッ ト 部 に 施 さ れ た 第 １ 、 第 ２ 係 合 凹 所 、 ３ １ は 操 作 カ バ ー ２ ６ の ス ト ッ パ で
あ る 。 第 ２ ソ ケ ッ ト 部 ６ が 露 出 し て い る 時 は 鋼 球 ２ ５ が 第 １ 係 合 凹 所 ２ ９ に 嵌 合 し て い て
ロ ッ ク さ れ 、 第 ２ ソ ケ ッ ト 部 ６ が 後 退 し て 第 １ ソ ケ ッ ト 部 ５ が 露 出 し て い る 時 は 鋼 球 ２ ５
が 第 ２ 係 合 凹 所 ３ ０ に 嵌 合 し て い て ロ ッ ク さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】 図 ７ は 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ の ロ ッ ク 機 構 の 作 用 を 示 す も の で 、 ロ ッ ク を 解 除 す
る 時 は バ ネ １ ８ に 抗 し て 操 作 カ バ ー ２ ０ を 矢 印 ア 方 向 に 移 動 さ せ 、 退 避 凹 所 ２ １ が 鋼 球 １
９ の 位 置 と 一 致 す る と 鋼 球 １ ９ が 図 ７ （ ａ ） の 矢 印 イ 方 向 に 移 動 し 退 避 凹 所 ２ １ に 逃 げ て
係 合 凹 所 ２ ２ か ら 外 れ 、 着 脱 ソ ケ ッ ト ３ を 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ か ら 図 ７ （ ｂ ） の 矢 印 ウ 方 向
に 取 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】 図 ８ は 第 １ 、 第 ２ ソ ケ ッ ト 部 ５ 、 ６ の ロ ッ ク 機 構 の 作 用 を 示 す も の で 、 図 ６
の よ う に 第 ２ ソ ケ ッ ト 部 ６ が 露 出 し た 状 態 か ら ロ ッ ク を 解 除 す る 時 は 、 バ ネ ２ ４ に 抗 し て
操 作 カ バ ー ２ ６ を 矢 印 あ 方 向 に 移 動 さ せ 、 退 避 凹 所 ２ ７ が 鋼 球 ２ ５ の 位 置 と 一 致 す る と 鋼
球 ２ ５ が 図 ８ （ ａ ） の 矢 印 い 方 向 に 移 動 し 退 避 凹 所 ２ ７ に 逃 げ て 第 １ 係 合 凹 所 ２ ９ か ら 外
れ 、 図 ８ （ ｂ ） の 矢 印 う 方 向 に 第 ２ ソ ケ ッ ト 部 ６ を 押 し 込 み 、 今 度 は 鋼 球 ２ ５ が 第 ２ 係 合
凹 所 ３ ０ に 係 合 し て ロ ッ ク さ れ 、 露 出 し た 第 １ ソ ケ ッ ト 部 ５ を 使 用 で き る 。 尚 、 第 ２ ソ ケ
ッ ト 部 ６ は 図 ８ （ ａ ） で 第 １ ソ ケ ッ ト 部 ５ と 略 面 一 と な っ て い る が 、 こ の 状 態 で 第 ２ ソ ケ
ッ ト 部 ６ を 第 １ ソ ケ ッ ト 部 ５ よ り 前 方 に 突 出 さ せ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】 図 ９ 、 １ ０ は 第 ３ の 実 施 例 を 示 す も の で 、 ハ ン ド ル １ の 先 端 部 の 本 体 ソ ケ ッ
ト 部 ２ の 裏 面 に は こ れ と 内 径 が 異 な る 補 助 ソ ケ ッ ト 部 ７ が 形 成 さ れ 、 こ れ ら の 両 ソ ケ ッ ト
部 ２ 、 ７ よ り も そ れ ぞ れ 内 径 が 小 さ な 第 １ 、 第 ２ 副 ソ ケ ッ ト 部 ９ 、 １ ０ を 両 端 に 有 す る 可
動 ソ ケ ッ ト ８ が 両 ソ ケ ッ ト 部 ２ 、 ７ 間 に ス ラ イ ド 自 在 に 装 着 さ れ て い る 。 着 脱 ソ ケ ッ ト ３
の 一 端 に は こ の 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ に 着 脱 自 在 な 連 結 部 ４ が 施 さ れ 、 こ の 着 脱 ソ ケ ッ ト ３ の
他 端 に ボ ル ト 又 は ナ ッ ト を 回 転 さ せ る た め の 第 １ ソ ケ ッ ト 部 ５ が を 形 成 さ れ る 。 第 １ ソ ケ
ッ ト 部 ５ 内 に は 第 ２ ソ ケ ッ ト 部 ６ が 出 し 入 れ 自 在 に 収 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】 こ の 場 合 も 、 通 常 は 一 方 の 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ に 連 結 部 ４ を 対 応 さ せ れ ば 事 足
り る が 、 補 助 ソ ケ ッ ト 部 ７ に も 併 せ て 連 結 部 ４ を 対 応 さ せ て も 良 い 。 こ の 時 も 、 よ り サ イ
ズ の 大 き い ソ ケ ッ ト サ イ ズ の も の を 、 大 き い 方 の ソ ケ ッ ト 部 に 連 結 で き る よ う に す れ ば 良
い 。
【 ０ ０ １ ８ 】 ま た 、 ロ ッ ク 機 構 は 上 記 と 同 様 の も の を 採 用 す る こ と が で き る 。 図 １ １ は そ
の 一 例 を 示 し 、 （ ａ ） で 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ 側 は 第 １ 副 ソ ケ ッ ト 部 ９ が 露 出 し 、 補 助 ソ ケ ッ
ト 部 ７ 側 は 第 ２ 副 ソ ケ ッ ト １ ０ が 後 退 し て い て 、 第 １ 副 ソ ケ ッ ト 部 ９ 又 は 補 助 ソ ケ ッ ト 部
７ が 使 用 可 能 で あ る 。 こ の 状 態 で は 、 鋼 球 ３ ６ が 第 １ 係 合 凹 所 ３ ７ に 嵌 合 し て い る 。 ３ ３
は 操 作 カ バ ー ３ ２ の 復 帰 用 の バ ネ 、 ３ ４ は 退 避 凹 所 で あ る 。 ま た 別 途 着 脱 ソ ケ ッ ト ３ の ロ
ッ ク 用 に 設 け ら れ た 鋼 球 ４ ０ が バ ネ ４ １ で 第 １ 副 ソ ケ ッ ト ９ の 係 合 凹 所 ４ ２ に も 係 合 し て
い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】 次 に 、 上 記 の 鋼 球 ３ ６ と 第 １ 係 合 凹 所 ３ ７ 及 び 鋼 球 ４ ０ と 係 合 凹 所 ４ ２ の ロ
ッ ク を 解 除 し て 、 鋼 球 ３ ６ を 第 ２ 係 合 凹 所 ３ ８ に ロ ッ ク さ せ る と 、 図 １ １ （ ｂ ） の よ う に
本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ は 第 １ 副 ソ ケ ッ ト ９ が 後 退 し 、 補 助 ソ ケ ッ ト 部 ７ に は 第 ２ 副 ソ ケ ッ ト 部
１ ０ が 露 出 し て 、 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ 又 は 第 ２ 補 助 ソ ケ ッ ト 部 １ ０ が 使 用 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】 こ の 状 態 で は 、 併 せ て 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ に 着 脱 ソ ケ ッ ト ３ の 連 結 部 ４ が 着 脱
可 能 と な る も の で 、 連 結 部 ４ の 係 合 凹 所 ２ ２ に 鋼 球 ４ ０ が 嵌 合 し て ロ ッ ク さ れ る 。 尚 、 そ
の 他 の ロ ッ ク 機 構 と し て は 、 連 結 部 ４ を 磁 性 材 料 で 形 成 し 、 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ を 磁 石 で 形
成 し て お け ば 、 磁 力 で 着 脱 ソ ケ ッ ト ３ を 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２ に 保 持 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】 ま た 、 上 記 ソ ケ ッ ト 部 を 全 て 軸 心 が 貫 通 し た 状 態 に 構 成 し て お く と 、 図 １ ２
の よ う に 長 尺 ボ ル ト ５ ０ の 半 ば 位 置 に ナ ッ ト を 締 付 け る 時 に 、 貫 通 空 間 が 長 尺 ボ ル ト ５ ０
の 逃 げ 空 間 と な っ て 作 業 が 可 能 と な る 。 尚 、 第 １ 副 ソ ケ ッ ト 部 ９ は 図 １ １ （ ａ ） で 本 体 ソ
ケ ッ ト 部 ２ と 略 面 一 と な っ て い る が 、 こ の 状 態 で 第 １ 副 ソ ケ ッ ト 部 ９ を 本 体 ソ ケ ッ ト 部 ２
よ り 前 方 に 突 出 さ せ て も 良 い 。 逆 の 状 態 で 第 ２ 副 ソ ケ ッ ト １ ０ が 補 助 ソ ケ ッ ト 部 ７ よ り 前
方 に 突 出 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】 本 発 明 に あ っ て は 上 述 の よ う に 、 着 脱 ソ ケ ッ ト の 他 端 に ボ ル ト 又 は ナ ッ ト
を 回 転 さ せ る た め の 第 １ ソ ケ ッ ト 部 を 形 成 す る と 共 に 、 第 １ ソ ケ ッ ト 部 内 に そ れ よ り も 内
径 が 小 さ な 第 ２ ソ ケ ッ ト 部 を 出 し 入 れ 自 在 に 収 納 し て あ る か ら 、 １ 本 の 着 脱 ソ ケ ッ ト に て
、 ２ 種 の サ イ ズ の ボ ル ト 又 は ナ ッ ト の 回 転 着 脱 に 適 用 で き て 、 多 サ イ ズ セ ッ ト を 少 な い 本
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数 の 着 脱 ソ ケ ッ ト で 構 成 す る こ と が で き 、 し か も ハ ン ド ル の 先 端 部 に ボ ル ト 又 は ナ ッ ト を
回 転 さ せ る た め の 本 体 ソ ケ ッ ト 部 を 形 成 し 、 着 脱 ソ ケ ッ ト の 一 端 に こ の 本 体 ソ ケ ッ ト 部 に
着 脱 自 在 な 連 結 部 を 施 し た こ と に よ り 、 従 来 は 単 に 着 脱 ソ ケ ッ ト の 連 結 機 能 し か な か っ た
連 結 部 に も ソ ケ ッ ト の 機 能 を 持 た せ た も の で あ っ て 、 そ の 分 着 脱 ソ ケ ッ ト の 本 数 を 減 ら す
こ と が で き て 、 一 層 少 な い 構 成 点 数 で 多 サ イ ズ に 適 応 で き る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】 ま た 、 ハ ン ド ル の 先 端 部 の 両 面 に ボ ル ト 又 は ナ ッ ト を 回 転 さ せ る た め の に 本
体 ソ ケ ッ ト 部 と 補 助 ソ ケ ッ ト 部 を 形 成 し た 場 合 に は 、 ハ ン ド ル 側 に も ２ 種 の ソ ケ ッ ト 機 能
が 付 加 で き て 、 上 記 よ り 更 に 一 層 少 な い 構 成 点 数 で 多 サ イ ズ に 適 応 で き る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】 更 に 、 ハ ン ド ル の 先 端 部 の 本 体 ソ ケ ッ ト 部 の 裏 面 に こ れ と 内 径 が 異 な る 補 助
ソ ケ ッ ト 部 を 形 成 し 、 こ れ ら の 両 ソ ケ ッ ト 部 よ り も そ れ ぞ れ 内 径 が 小 さ な 第 １ 、 第 ２ 副 ソ
ケ ッ ト 部 を 両 端 に 有 す る 可 動 ソ ケ ッ ト を 両 ソ ケ ッ ト 部 間 に ス ラ イ ド 自 在 に 装 着 し て お け ば
、 ハ ン ド ル 自 体 に も ４ 種 サ イ ズ の ソ ケ ッ ト 機 能 を 持 た せ る こ と が で き て 、 更 に 部 品 点 数 を
減 ら す こ と が で き る 。 例 え ば 、 従 来 １ ０ サ イ ズ の ボ ル ト ・ ナ ッ ト に 対 応 す る 場 合 、 ハ ン ド
ル １ 本 に 、 ソ ケ ッ ト １ ０ 本 が 必 要 で あ っ た が 、 ハ ン ド ル １ 本 と 着 脱 ソ ケ ッ ト ３ 本 の 合 計 ４
点 で 最 高 １ ０ サ イ ズ に 対 応 で き る こ と に な り 、 工 具 の 携 行 、 管 理 が 極 め て 容 易 と な る 上 に
、 保 管 な ど の ス ペ ー ス も 小 さ く て 済 み 省 ス ペ ー ス の 利 点 も 大 き い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】 尚 、 着 脱 ソ ケ ッ ト の 第 ２ ソ ケ ッ ト 部 が 第 １ ソ ケ ッ ト 部 に 対 し て 出 し 入 れ の ２
箇 所 で ロ ッ ク 可 能 と し て お く と 、 ２ 種 の ソ ケ ッ ト が 使 用 位 置 で 保 持 さ れ て 使 い 勝 手 が 向 上
す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】 更 に 、 　 本 体 ソ ケ ッ ト 部 に 着 脱 ソ ケ ッ ト を 装 着 し た 状 態 で 、 軸 心 部 分 が 貫 通
状 態 で あ る 貫 通 状 態 と し て お く と 、 図 １ ２ の よ う に 長 尺 の ボ ル ト に ナ ッ ト を ね じ 込 む 場 合
で も ボ ル ト の 長 さ が 支 障 と な ら ず 適 用 が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 同 上 の ロ ッ ク 機 構 の 概 略 図 。
【 図 ３ 】 同 上 の ラ チ ェ ッ ト 機 構 の 概 略 図 。
【 図 ４ 】 同 上 の 第 ２ 実 施 例 の 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 同 上 の 背 面 側 か ら 見 た 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 同 上 の 本 体 ソ ケ と 部 と 着 脱 ソ ケ ッ ト の 接 続 状 態 の 一 部 省 略 し た 断 面 図 。
【 図 ７ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 同 上 の 本 体 ソ ケ ッ ト 部 と 着 脱 ソ ケ ッ ト と の 接 合 部 分 の 作 用 説 明 図
。
【 図 ８ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 同 上 の 第 １ 、 第 ２ ソ ケ ッ ト 部 の 接 合 部 分 の 作 用 説 明 図 。
【 図 ９ 】 同 上 の 第 ３ 実 施 例 の 斜 視 図 。
【 図 １ ０ 】 同 上 の 背 面 側 か ら 見 た 斜 視 図 。
【 図 １ １ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 同 上 の ロ ッ ク 機 構 の 作 用 説 明 図 。
【 図 １ ２ 】 同 上 の 作 用 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ハ ン ド ル
２ 　 本 体 ソ ケ ッ ト 部
３ 　 着 脱 ソ ケ ッ ト
４ 　 連 結 部
５ 　 第 １ ソ ケ ッ ト 部
６ 　 第 ２ ソ ケ ッ ト 部
７ 　 補 助 ソ ケ ッ ト 部
８ 　 可 動 ソ ケ ッ ト
９ 　 第 １ 副 ソ ケ ッ ト 部
１ ０ 　 第 ２ 副 ソ ケ ッ ト 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】
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